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～17

更
新

藤
原
定
家
『
源
氏
物
語
奥
入
』
に
つ
い
て

萩
原

義
雄

『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
の
な
か
で
現
存
最
古
の
資
料
は
、
平
安
末
期
に
藤

原
伊
行
（
世
尊
寺
伊
行
）
『
源
氏
釋
』
で
あ
り
、
続
い
て
藤
原
定
家
『
源
氏
物
語

奥
入
』
が
伊
行
の
『
源
氏
釋
』
に
収
め
た
「
源
語
出
典
注
記
」
に
添
加
し
た
形

態
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
こ
の
資
料
と
し
て
、
大
東
急
記
念
文
庫
藏
が
知

ら
れ
、
二
〇
〇
七
年
度
二
月
に
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刋
、
中
古
中
世
篇
物

語
１
と
し
て
汲
古
書
院
か
ら
公
刋
さ
れ
、

頁
か
ら

頁
に
本
書
影
印
を
所
載

103

384

し
て
い
る
。

典
拠
資
料
と
し
て
は
、
『
長
恨
歌
』
（
２
ウ
・
４
オ
・
８
ウ
・

ウ
・

オ
・

12

26

オ
）
の
六
箇
所
、
『
長
恨
歌
傳
』
（
３
ウ
・

オ
）
の
二
箇
所
、
『
寛
平
遺
誡
』

93

119

（
３
オ
）
、
『
催
馬
樂
』
（
７
ウ
・

ウ
・

ウ
・

オ
）
の
四
箇
所
、
『
白
氏
文

22

100

10.3

集
』
（
８
ウ
・

オ
・

ウ
・

オ
・

ウ
・

ウ
・

ウ
・

オ
・

ウ
・

17

17

21

36

47

52

58

81

108

オ
）
の
十
箇
所
、『
李
ホ
ウ
記
』（

ウ
）
、『
大
鏡
』（

オ
）
、『
漢
書
』（

オ
）
、

10

13

27

『
史
記
』
（

ウ
・

ウ
・

ウ
、

ウ
・

オ
・

オ
）
の
六
箇
所
、
『
日
本

32

42

69

78

99

104

世
紀
』
（

オ
）
、『
日
本
紀
』（

ウ
）
、『
文
選
』
（

ウ
・

ウ
）
の
二
箇
所
、

36

52

51

116

『
踏
歌
儀
』
（

ウ
）
、
『
新
儀
式
』
（

ウ
・

オ
）
の
二
箇
所
、
『
樂
府
』
（

55

55

71

57

ウ
・

オ
・

オ
・

ウ
・

オ
）
の
五
箇
所
、『
晉
書
』（

ウ
）
、『
毛
詩
』（

100

110

127

130

70

77

オ
）
、『
東
觀
漢
記
』（

オ
）
、『
蒙
求
』（

オ
）
、『
古
文
孝
經
』（

ウ
）
、

『
法

80

80

80

華
經
』
（

ウ
・

ウ
・

ウ
）
の
三
箇
所
、
『
涅
槃
經
』（

ウ
）
、
『
伊
勢
集
』

90

95

105

112

（

ウ
）
、『
古
詩
』（

オ
）
、『
万
葉
集
』（

オ
）
、
『
遊
仙
窟
』（

オ
）
等
で

113

117

126

128

仏
典
・
漢
籍
そ
し
て
和
書
が
用
い
ら
れ
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
典
拠

未
記
載
（

ウ
・

ウ
）
の
箇
所
も
二
例
見
え
て
い
る
。

88

123

こ
こ
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
と
、
漢
籍

例
え
ば
、『
文
選
』
引
用
の
Ａ
・
Ｂ
二
例
に
は
、
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Ａ
、

ウ
〔
第
四
十
六
卷
〕「
豪
士
賦
序
〔
陸
士
衡
〕
云
」
と
詩
題
を
示
し
、

カ

ウ

シ

フ

51

「
落
葉
俟
二

微
風

ヲ

以
隕
而
風

ノ

力
蓋

寡

孟
嘗
遭

テ
二

雍
門

ニ
一

而
泣
而
琴

ノ

之
感
已

マ
テ

ヒ

フ

ウ

オ
ツ
シ
カ
モ

チ
カ
ラ
ケ
タ
シ
ス
ク
ナ
シ
マ
ウ
シ
ヤ
ウ
ア
フ

ヨ
ウ

ナ
ク

カ
ム
［
以
］

ニ

末
シ

何

者
欲
隕

ナ
ム
ト

之
葉
。
無
三
レ

所
レ

假
二

烈
風
一

将
墜

ナ
ム
ト
ス
ル

之
泣

ハ

不
足
繁

ス
ル

イ
マ
タ

イ
カ
ト
ナ
レ
ハ
ス
ル
ヲ
チ

カ
ル

レ
ツ
フ
ウ

大
ニ
オ
チ

ナ
ム
タ

ス

タ
ラ
シ
ケ
ウ

ニ

哀
レ

響
ヲ

也
」

ア
イ

キ
ヤ
ウ

と
記
述
し
、
次
に
「
注

ニ

曰
ク

」
と
し
、

チ
ウ

「
以

テ

隕
而

兎

風
ノ

力

蓋
寡
」
の
注
記
文
に
、

ヲ
ツ

ラ

シ

シ

「
草
木
遭
霜
者
不
三

可
二

以
風
過

ク
ル
ヲ
マ
ツ

一

」
と
記
載
す
る
。
こ
の
末
尾
句
も
『
文

選
』
六
臣
註
に
は
、

「
草
木

ノ

遭
レ

霜
ニ

者
ノ
ハ

不
レ

可
二

以
テ

遇
一レ

風
ニ

也
」
〔

上
①
〕
と
あ
っ
て
異
な
り

1113

を
見
る
。
ま
た
、
足
利
學
校
祕
籍
叢
刊
第
三
（
旧
金
澤
文
庫
藏
）
『
文
選
』
は
、

「
草
木
遭
霜
者
不
可
以
遇
風
也
」
と
記
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
異
な
っ
て

い
る
。

更
に
注
記
引
用
「
又
云
」
と
し
て
、「
孟
嘗
遭

テ
二

雍
門

ニ
一

而
泣
琴

ノ

之
感
以

テ

末

ナ
ク

―

ス
エ

ナ
リ

」
の
注
記
文
に
、

「
雍
門
周
以
琴
見
二

孟
嘗
君

ニ
一

々
々
々
曰

ク

先
未
ル
ニ
レ

皷
レ

琴
一

亦
能

令
二

文
シ
テ

悲

ヨ
ウ

シ
ウ

マ
ミ
ス

コ
せ
サ

メ
ム

シ
マ

一

乎
。
對
曰

ク

臣
竊
為

ニ
二

足
下
一

有
二

所
悲

シ
フ

一

。
千
秋
万
歳
後
。
墳
墓
生

シ
テ

二

荊

棘

コ
タ
ヘ

ヒ
ソ
カ

ソ

カ

フ
ン
ホ

ケ
イ
キ
ヨ
ク

一

。
游
童
牧
竪
躑

躅
シ

其
足
。

歌
二

其
上
一

。
孟
嘗
君
之
尊
貴

ナ
ル

亦
猶
若
是
乎
。

イ
ウ
ト
ウ
ホ
ク
シ
ユ
テ
イ
ギ
ヨ
ク

フ
モ
ト

ウ

ソ
ン
キ

猶
是
孟
嘗
喟
然

ト
シ

太
息

ス

涕

承
二

睫
一

而
未
下
。
雍
門
周
引
琴

ヲ

而
皷
之
。
徐

ク
ヰ

ソ
ク

ナ
ミ
タ
ウ
ケ
テ

ヒ
ク

ヤ
ウ
ヤ
ク

動
二

宮
徴
一

揮

二

角
羽

ヲ
一

。
終
成

ス
レ

曲
ヲ

。
孟
嘗
君
遂
歔
欷

ス

／
歔
悲
怨
也
。

ウ
コ
カ
シ

キ
ウ
テ
ウ

ウ
コ
カ
シ
テ

カ
ク
ウ

ツ
イ
ニ

ツ
イ
ニ
キ
ヨ
キ

欷
注
餘
聲
也
」〔

ウ
⑥
～

オ
③
〕

51

52

と
記
載
す
る
。
最
後
の
「
歔
欷
＝
す
す
り
泣
き
」
の
語
の
單
字
注
記
に
つ
い
て

キ

ヨ

キ

は
、
字
書
か
ら
の
引
用
と
見
て
お
く
。
ま
だ
、
そ
の
注
記
内
容
に
つ
い
て
は
、

未
確
認
で
あ
る
。
ま
た
、
本
邦
資
料
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
、「
皇
后
仰
天
歔
欷
、

ナ

ゲ

キ

啼
泣
傷
哀
。
」
、
廿
三
年
「
〇
八
月
庚
午
朔
丙
子
、
天
皇
疾
彌
甚
。
與
百
寮
辭
訣
、

並
握
手
歔
欷
。
崩
于
大
殿
。
」
、「
況
吾
立
爲
天
子
、
二
年
于
今
矣
。
願
壞
其
陵
、

ナ

ゲ

キ

摧
骨
投
散
。
今
以
此
報
、
不
亦
孝
乎
。
皇
太
子
億
計
、
歔
欷
不
能
答
」
、
朱
鳥
元

ナ

ゲ

キ

年
冬
十
月
三
日
「
〇
庚
午
、
賜
死
皇
子
大
津
於
譯
語
田
舍
。
時
年
廿
四
。
妃
皇
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女
山
邊
、
被
髮
徒
跣
、
奔
赴
殉
焉
。
見
者
皆
歔
欷
。
（
髪
を
振
り
乱
し
て
裸
足
で

ナ

ゲ

ク

走
り
、
殉
死
し
た
。
そ
れ
を
見
た
者
は
皆
嘆
き
悲
し
ん
だ
）」
と
云
う
用
例
を
見

る
。

こ
こ
も
『
文
選
』
六
臣
註
で
は
、

「
雍
門
周
以

テ
レ

琴
ヲ

見
二

孟
嘗
君

ニ
一

孟
嘗
君

カ

曰
。
先
生
皷
レ

琴
ヲ

亦
能
令
二

文
ヲ
兎

悲
一

乎
。
對
曰
。
臣
竊

ニ

為
二

足
下

ノ
一

有
レ

所
レ

悲
。
千
秋
万
歳

ノ

後
。
墳
墓

ニ

生
二

荊
棘

ヲ
一

。

游
童
牧
竪
。
躑
―二

躅
兎

其
ノ

足
ヲ

一

。
而
歌

テ
二

其
上

ニ
一

曰
ン

。
孟
嘗
君

ノ

之
尊
貴
亦
猶

タ

若
カ
ト

レ

是
ノ

乎
。
於

テ
レ

是
ニ

孟
嘗
喟
然

ト
兎

太
息

シ

涕
承

テ
レ

睫
ニ

而
未

タ
レ

下
ラ

。
雍
門
周

引
テ

レ

琴
ヲ

而
皷
レ

之
ヲ

。
徐

ク

動
二

宮
徴

ヲ
一

揮
二

角
羽

ヲ
一

。
終
而
成
レ

曲
。
孟
嘗
君
遂

ニ

歔

欷
兎

而
就
レ

之
ニ

。
是

レ

琴
ノ

之
感
以

テ

末
濱

也
」
〔

②
～
⑤
〕
と
記
載
し
て
い
て
、
若
干
の

1113

語
句
の
異
同
を
見
る
。

Ｂ
、

ウ
〔
第
十
六
卷
〕
「
歎
逝
賦
〔
陸
士
衡
〕
」
と
詩
題
を
示
し
、

116

「
伊
行

譬
日
及
之
在
條
恒
雖
盡
而
不
悟
」

と
収
載
す
る
。
こ
れ
を
『
文
選
』
六
臣
註
で
は
、

「
譬

フ
二

日
及

ノ

之
在

ニ
一レ

條
ニ

。
恒
雖

冫
レ

盡
ス
ト

弗
五

臣

作
レ

不
レ

悟
」
〔

下
、

左
⑦
⑧
〕

ヱ
タ

ツ
ネ
ニ

サ
ト
ラ

384

23

と
記
載
さ
れ
て
い
て
、「
不
」
文
字
を
用
い
る
の
は
五
臣
註
で
あ
っ
て
、
こ
の
『
源

氏
奥
入
』
が
用
い
た
『
文
選
』
資
料
が
五
臣
註
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
実
際
、
足
利
學
校
祕
籍
叢
刊
第
三
（
旧
金
澤
文
庫
藏
）
『
文
選
』
は
、

「
譬

フ
二

日
及
之
在
レ

條
一

恒
雖

モ
レ

盡
而
不

善
夲
作

弗

字
レ

悟
ラ

」〔
第
二
卷

①
②
〕
と
し
て
、

エ
タ

ス

973

共
通
し
て
い
る
。

『
伊
勢
物
語
』
古
注
釈
で
も
取
り
上
げ
た
佛
書
か
ら
の
引
用
と
し
て
は
、『
涅
槃

經
』
か
ら
の
一
例
が
見
え
て
い
る
。

「
遺
愛
寺
鐘
敲
枕
聴
香
爐
峯
雪
撒
簾
看
／
涅
槃
經
／
雪
山
童
子
半
偈
投
身
／
諸

行
無
常
是
生
滅
法
生
滅
々
已
寂
滅
為
樂
／
い
か
て
猶
つ
れ
な
き
人
に
身
を
か
へ

て
く
る
し
き
物
と
思
ひ
し
ら
せ
む
」〔

ウ
⑤
〕

112

を
引
用
す
る
。
『
涅
槃
經
』
の
こ
の
偈
は
、
『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
部
、
そ
し
て

「
い
ろ
は
う
た
」
の
意
味
と
連
関
し
て
い
て
、
そ
の
引
用
を
平
安
末
期
か
ら
鎌
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倉
時
代
に
か
け
て
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
遊
仙
窟
』
か
ら
の
引
用
は
、
蜻
蛉
の
卷
の
「
ね
た
ま
し
か
ほ
ニ
」
で
、

「
故

々
将
二

繊

手
一

、
時
々

弄
二

小
絃
一

。
耳

ニ

聞

猶
氣

絶

。
眼
見

ネ
タ
マ
シ
カ
ホ
ニ
モ
テ

ホ
ソ
キ
タ
ナ
ス
ヱ
ヲ

ヨ
リ
／
＼
ニ
カ
キ
ナ
ラ
ス

ホ
ソ
キ
ヲ
ヽ

キ
ク
タ
ニ
モ

イ
キ
ノ
タ
エ
ナ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ

若
爲

怜

」
〔

⑤
⑥
〕

イ
カ
ハ
カ
リ
カ
ア
ハ
レ
ナ
ラ
ム

377

「
容

貌
似
二

舅
一

。
潘
安
仁
之

外

甥

、
氣
調

如

兄

。
崔
季
珪
之
小

妹
。
」

ヨ
ウ
ハ
ウ
ノ
カ
ヲ
ハ
せ
ハ
ニ
タ
リ

ヲ
チ
ニ

ハ
ン
ア

ン
シ

ン

カ

ハ
ヽ
カ
タ
ノ
ヲ
ヒ
ナ
レ
ハ

キ
テ
ウ

ノ
イ
キ
サ
シ
ハ
コ
ノ
カ
ミ
ノ

サ

イ

ギ

ケ

イ

カ

オ
ト
イ
モ
ウ
ト
ナ
レ
ハ

〔

⑦
⑧
〕

377
と
収
載
し
、『
遊
仙
窟
』
本
文
か
ら
次
の
二
文
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
故
々
将
繊
手
、
時
々
弄
小
絃
。
耳
聞
猶
氣
絶
。
眼
見
若
爲
怜
〔
憐
〕
」
〔

～
46

行
〕

48「
容
貌
似
舅
。
潘
安
仁
之
外
甥
、
氣
調
如
兄
。
崔
季
珪
之
小
妹
。
」〔

～

行
〕

34

37

前
者
の
引
用
箇
所
に
は
「
故
々
」
で
「
ね
た
ま
し
か
ほ
に
」
の
訓
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
引
用
箇
所
に
適
応
す
る
が
、
後
者
の
引
用
文
は
何
を
意
味
す
る

か
が
見
て
取
れ
な
い
。
こ
れ
を
一
続
き
に
し
て
、
恰
も
此
処
を
連
続
す
る
文
意

と
仕
立
て
た
意
図
が
何
で
あ
っ
た
か
を
さ
ぐ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。


